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集計結果



■回答者の属性 n=857

【所属企業の業種】
建設業：142人（16.6％）                                    製造業：134人（15.6％）                 卸売業：106人（12.4％）      小売業：55人（6.4％）
情報通信業･情報サービス業：123人（14.4％）  運輸業：29人（3.4％）                      宿泊･飲食業：6人（0.7％）   介護･看護業：4人（0.5％）
金融･保険･不動産業：17人（2.0％）                 その他サービス業：117人（13.7％）   その他：124人（14.5％）

16.6% 15.6% 12.4% 6.4% 14.4%

3.4%
0.7% 0.5%

2.0%

13.7% 14.5%

建設業 製造業 卸売業 小売業 情報通信業・情報サービス業 運輸業 宿泊・飲食業 介護・看護業 金融・保険・不動産業 その他サービス業 その他

①調査概要

(1)目 的：2025年度の新入社員を対象に、社会人生活や仕事に対する意識等を調査し把握することで、会員及び当所
の事業運営の参考とするため。

(2)調査期間：2025年４月１日～４月４日 
(3)調査方法：Webアンケートシステムを利用
(4)調査対象：上記調査期間に当所(事務局:人材･能力開発部 研修センター)が実施した新入社員研修の受講者930名
(5)回答数     ：857名（回答率：92.2％）
(6)その他       ：・本調査結果では小数点第2位で四捨五入しているため、単一回答の質問では合計が100にならない場合がある。

・⑧ページ、⑩ページに記載の「企業向け調査」とは、当所が実施した「企業の人材育成担当者による新入社員・若手
社員・中堅社員に対する意識調査」 (2025年４月21日公表)である。

【学歴】
高校卒：106人（12.4％）              高専卒：5人（0.6％）                    専門学校卒：105人（12.3％）   短大卒：14人（1.6%）
大学(文系)卒：417人（48.7％）   大学(理系)卒：127人（14.8％）   大学院修了：72人（8.4％）        その他：11人（1.3％）

12.4%

0.6%

12.3%

1.6%

48.7% 14.8% 8.4%

1.3%

高校卒 高専卒 専門学校卒 短大卒 大学（文系）卒 大学（理系）卒 大学院修了 その他



②

2025年度 新入社員意識調査
集計結果のポイント

○「定年まで」が24.4％となり、10年前の2015年度調査(36.3％)と比べて11.9ポイント減少した。ま

た、「チャンスがあれば転職」は25.7％となり、10年前の2015年度調査(11.6％)と比べて14.1ポイ

ント増加した。

○前年調査：2024年度調査比べて「定年まで」(21.1％⇒24.4％)3.3ポイント増加し、「チャンスが

あれば転職」(26.4%⇒25.7%)0.7ポイント減少したが、２年連続「転職志向」が上回った。

○「社風、職場の雰囲気(58.8％)」、「処遇面(52.7％)」、「福利厚生(44.9％)」が上位となった。

○前年度：2024年度調査では、「処遇面(56.0％)」、「社風、職場の雰囲気 (54.3％)」、「福利厚生

(45.4％)」となり、「処遇面」、「社風、職場の雰囲気」の順位が逆転した。これは、社会全体の賃上

げ・各社の処遇面の改善されたことが影響したと推測される。

４

○「管理職を目指したい」と回答した人が59.0%となり、「管理職を目指したくない」41.0％を上回った。

(1)芸能界・文化人の1位 内村光良さん (2)スポーツ界の1位 大谷翔平さん

(3)歴史上の人物1位 織田信長

就職先の会社でいつまで働きたいか ④ページ

就職先の会社を決める際に重視したこと ⑤ページ

新規：入社後、管理職を目指したいと思うか ⑫ページ

「理想の上司」のイメージに近い有名人・著名人 ⑬ページ



23.0%

25.5%

24.1%

25.5%

23.7%

26.9%

32.9%

33.8%

36.7%

38.9%

35.1%

31.0%

29.2%

28.9%

30.2%

14.9%

10.5%

12.9%

8.9%

7.2%

2021年度

2022年度

2023年度

2024年度

2025年度

順調だった ほぼ順調だった やや厳しかった 厳しかった

③就職活動が順調だったかどうか:全回答者

○「順調だった」、「ほぼ順調だった」との回答は合計で62.6％となり、コロナ禍以降（2021年～）で最も高

い数値となった。 ※2020年度は本調査を行っていない。

■全回答者【単一回答】

注:「順調だった」、「ほぼ順調だった」を選択したと回答者の割合の合計値。 ※2020年度は本調査を行っていない。

(n=857)

(n=979)

(n=957)

(n=967)

(n=791)

合計62.2%(注)

合計57.9%(注)

合計62.6%(注)

合計58.4%(注)

合計49.9%(注)



36.3%

29.3%

23.8%

24.4%

21.1%

24.4%

11.6%

18.3%

18.6%

20.0%

26.4%

25.7%

5.0%

6.0%

6.9%

7.5%

7.6%

6.2%

3.3%

4.1%

3.2%

4.2%

5.9%

4.9%

2.6%

0.9%

1.0%

1.4%

0.5%

1.2%

2.2%

1.3%

1.9%

1.1%

0.9%

0.2%

36.7%

40.0%

44.7%

41.4%

37.5%

37.5%

2.3%

2015年度

2021年度

2022年度

2023年度

2024年度

2025年度

定年まで チャンスがあれば転職 将来は独立 時期をみて退職 子どもができるまで 結婚するまで 特に考えていない その他

④就職先の会社でいつまで働きたいか

○「定年まで」が24.4％となり、10年前の2015年度調査(36.3％)と比べて11.9ポイント減少した。また、「チャ

ンスがあれば転職」は25.7％となり、10年前の2015年度調査(11.6％)と比べて14.1ポイント増加した。

○また、前年調査：2024年度調査と比べて「定年まで」(21.1％⇒24.4％)3.3ポイント増加し、「チャンスがあ

れば転職」(26.4%⇒25.7%)0.7ポイント減少したが、２年連続「転職志向」が上回った。

(n=857)

■【単一回答】

※2021年度以降の調査における本設問では、「その他」の選択肢を採用していない。 ※2015年度調査集計結果における「その他」は「無回答」を含む。

(n=957)

(n=979)

(n=967)

(n=791)

(n=948)



58.8%

52.7%

44.9%

43.1%

40.4%

23.6%

18.8%

15.1%

14.5%

8.6%

6.2%

6.1%

4.9%

2.1%

1.4%

3.4%

3.0%

社風、職場の雰囲気

処遇面（初任給、賃金、賞与、手当など）

福利厚生

就職先の会社の事業内容

人材育成・研修制度、自己啓発への支援

経営方針、経営計画、社是

就職先の会社の事業の社会への貢献度

多様な人材が活躍している状況（女性、高齢者、外国人など）

出産・育児等との両立支援

キャリアパスの提示、社員が活躍している事例

兼業・副業の導入、推進

就職先の会社の表彰歴、顕彰歴

その他

特にない

⑤就職先の会社を決める際に重視したこと

○「社風、職場の雰囲気」、「処遇面」、「福利厚生」が上位となった。

○前年度：2024年度調査では、「処遇面(56.0％)」、「社風、職場の雰囲気(54.3％)」、「福利厚生

(45.4％)」となり、「処遇面」、「社風、職場の雰囲気」の順位が逆転した。これは、社会全体の賃上げ・各

社の処遇面の改善されたことが影響したと推測される。

■【複数回答】 n=857

働き方改革、ワーク・ライフ・バランス（年休取得状況、時間外労働の状況など）

柔軟な働き方（テレワーク、時差出勤、フレックスタイム制、裁量労働制など）

就職先の会社の強みや経営力（技術力、市場での優位性、成長力、利益率など）



45.5%

45.0%

41.1%

29.3%

23.8%

17.6%

16.2%

16.1%

10.0%

7.9%

0.7%

2.8%

仕事が自分の能力や適性に合っているか

上司・先輩・同僚とうまくやっていけるか

仕事と私生活とのバランスがとれるか

自分の能力や知識が仕事で通用するか

生活環境の変化についていけるか

会社の雰囲気に馴染めるか

今後、仕事を通じて自分が成長していけるか

今後も満足いく収入が得られるか

安定して今の会社で働き続けられるか

将来、自分の希望する仕事ができそうか

その他

特に不安なことはない

⑥社会人生活で不安に感じること

○「仕事が自分の能力や適性に合っているか」、 「上司･先輩･同僚とうまくやっていけるか」、「仕事と私生活との

バランスがとれるか」が上位となった。

○97.2％の新入社員は、社会人生活を送ることに対して何らかの不安を感じている。

■【最大３つまで回答】 n=857

97.2％の新入社員は、
社会人生活を送ることに対して
何らかの不安を感じている。



35.4%

33.1%

25.7%

22.5%

19.7%

18.4%

13.4%

11.3%

11.3%

8.9%

5.5%

1.1%

19.1%

パソコンスキル（ワード、エクセル、パワーポイント等）

ビジネスマナー（身だしなみ、挨拶、敬語、態度、席次等）

就職先の会社の業種や業界に関する知識

Eメール文の作成

電話応対

ビジネス文書の作成

語学

就職先の会社の仕事に関係する資格の取得

経済社会に関する一般的な知識

就職先の会社の仕事に関係する法令に関する知識

その他

特にない

⑦入社時点までに身につけたスキル･知識

○「パソコンスキル」、「ビジネスマナー」が上位となった。

○80.9％の新入社員は、入社時点までに何らかのスキル･知識を身につけている。

■【複数回答】 n=857

80.9％の新入社員は、
入社時点までに何らかの
スキル・知識を身につけて
いる。

就職先の会社に関する知識（取扱製品・サービス、経営方針、沿革等）



33.1%

19.7%

13.4%

22.5%

35.4%

11.3%

18.4%

25.7%

5.5%

11.3%

8.9%

1.1%

19.1%

64.2%

23.9%

15.6%

15.1%

53.3%

6.1%

14.6%

8.0%

0.8%

2.1%

18.3%

2.7%

8.8%

ビジネスマナー（身だしなみ、挨拶、敬語、態度、席次等）

電話応対

ビジネス文書の作成

Eメール文の作成

パソコンスキル（ワード、エクセル、パワーポイント等）

語学

就職先の会社の業種や業界に関する知識

就職先の会社の仕事に関係する法令に関する知識

就職先の会社の仕事に関係する資格の取得

経済社会に関する一般的な知識

その他

特にない

【回答者：新入社員】入社時点までに身につけたスキル・知識

【回答者：企業】新入社員が入社時点までに身につけて欲しいスキル・知識（対応する項目のみ抽出）

⑧入社時点までに身につけたスキル･知識

○企業向けに実施した調査で「新入社員が入社時点までに身につけて欲しいスキル･知識」を尋ねた結果と、本調
査で新入社員に対して「入社時点までに身につけたスキル･知識」を尋ねた結果を比較すると、「ビジネスマナー」、
「パソコンスキル」、「経済社会に関する一般的な知識」を挙げた企業の割合が、これらを挙げた新入社員の割
合をそれぞれ大きく上回る。

○企業がこうしたギャップを埋めるためには、入社前研修や新入社員研修等においてこれらの内容を取り扱い、新
入社員のスキルや知識の習得を促進することが考えられる。

■【複数回答】

参考:企業向け調査の結果との比較

n=377

n=857

就職先の会社に関する知識（取扱製品・サービス、経営方針、沿革等）



60.1%

15.4%

40.3%

23.7%

29.8%

16.1%

15.4%

15.8%

21.9%

17.9%

7.8%

12.3%

0.1%

1.4%

主体性(物事に進んで取り組む力)

働きかけ力(他人に働きかけ巻き込む力)

実行力(目的を設定し確実に行動する力)

課題発見力(現状を分析し目的や課題を明らかにする力)

計画力(課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力)

創造力(新しい価値を生み出す力)

発信力(自分の意見を分かりやすく伝える力)

傾聴力(相手の意見を丁寧に聴く力)

柔軟性(意見の違いや立場の違いを理解する力)

情況把握力(自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力)

規律性(社会のルールや人との約束を守る力)

ストレスコントロール力(ストレスの発生源に対応する力)

その他

特にない

⑨

○経済産業省が提唱している「社会人基礎力」を構成する能力要素(３つの能力、12の能力要素)のうち、仕

事をする上で特に大事にしたいことを尋ねたところ、「主体性」、「実行力」を挙げる新入社員が多い。

■【最大３つまで回答】 n=857

「社会人基礎力」を構成する能力要素のうち、
仕事をする上で特に大事にしたいこと

前
に
踏
み

出
す
力

(

ア
ク
シ
ョ
ン)

考
え
抜
く
力

(

シ
ン
キ
ン
グ)

チ
ー
ム
で
働
く
力

(

チ
ー
ム
ワ
ー
ク)



60.1%

15.4%

40.3%

23.7%

29.8%

16.1%

15.4%

15.8%

21.9%

17.9%

7.8%

12.3%

0.1%

1.4%

71.9%

10.1%

34.2%

19.1%

11.9%

7.7%

13.8%

19.6%

22.5%

18.3%

34.5%

15.4%

0.8%

1.9%

主体性(物事に進んで取り組む力)

働きかけ力(他人に働きかけ巻き込む力)

実行力(目的を設定し確実に行動する力)

課題発見力(現状を分析し目的や課題を明らかにする力)

計画力(課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力)

創造力(新しい価値を生み出す力)

発信力(自分の意見を分かりやすく伝える力)

傾聴力(相手の意見を丁寧に聴く力)

柔軟性(意見の違いや立場の違いを理解する力)

情況把握力(自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する…

規律性(社会のルールや人との約束を守る力)

ストレスコントロール力(ストレスの発生源に対応する力)

その他

特にない

チ
ー
ム
で
働
く
力

(

チ
ー
ム
ワ
ー
ク)

⑩

○企業向けに実施した調査で「新入社員が仕事をする上で特に大事にして欲しいこと」を尋ねた結果と、本調査で
新入社員に対して「仕事をする上で特に大事にしたいこと」を尋ねた結果を比較すると、「規律性」を挙げた企業の
割合が、「規律性」を挙げた新入社員の割合を大きく上回る。

○企業がこうしたギャップを埋めるためには、入社前研修や新入社員研修等において「規律性」に関する内容を取
り扱い、新入社員に「規律性」の重要性に関する理解を促進することが考えられる。

■【最大３つまで回答】

「社会人基礎力」を構成する能力要素のうち、
仕事をする上で特に大事にしたいこと

前
に
踏
み

出
す
力

(

ア
ク
シ
ョ
ン)

考
え
抜
く
力

(

シ
ン
キ
ン
グ)

参考:企業向け調査の結果との比較

各選択肢の上段 【回答者:新入社員】仕事をする上で特に大事にしたいこと n=857

各選択肢の下段 【回答者:企業】新入社員が仕事をする上で特に大事にして欲しいこと n=377



45.9%

36.3%

33.5%

25.9%

25.8%

23.7%

23.2%

18.4%

17.7%

8.2%

6.4%

3.4%

1.9%

0.7%

0.9%

仕事の指導を丁寧に行うこと

人間関係、チームワークを重視すること

明確な理念や考えを持っていること

若者の感覚や考え方を理解すること

業績や成果を正当に評価すること

部下との仕事上のコミュニケーションを重視すること

部下に対して優しく丁寧に接すること

部下の意見や考えを真摯に聞くこと

上司自ら具体的な手本を見せること

部下をほめること

部下との仕事外でのコミュニケーションを重視すること

部下に仕事を任せること

部下を厳しく指導すること

その他

特にない

⑪

○「仕事の指導を丁寧に行うこと」、「人間関係、チームワークを重視すること」、「明確な理念や考えを持っている

こと」が上位となった。

■【最大３つまで回答】 n=857

「理想だと思う上司」はどのようなことを
大事にしたり重視する人か



管理職を目指したい

59.0%

管理職を目指したくない

41.0%

⑫

○「管理職を目指したい」が59.0％となり、「管理職を目指したくない」41.0％を上回った。

○管理職を目指したいと回答した理由は、「仕事を通じて、自分自身を成長させたい」が上位となった。

○管理職を目指したくないと回答した理由は、「自分には適性がなさそうだから」が上位になった。

■【2択より回答】 n=857

入社後、管理職を目指したいと思うか

44.9%

17.2%

15.8%

9.5%

9.1%

3.2%

0.4%

仕事を通じて、自分自身を成長させたいから

仕事を通じてやりがい・達成感を感じたいから

高い報酬を得たいから

裁量が広く、やりたい仕事ができそうだから

仕事を通じて会社の成長に貢献したいから

出世したいから

その他

42.2%

19.1%

13.1%

12.5%

5.4%

2.8%

4.8%

自分には適性がなさそうだから

仕事よりもプライベートを大切にしたいから

仕事の責任が重く大変そうだから

あまり出世したくない、出世に興味がないから

仕事の量が多く大変そうだから

仕事の量や責任に比べて報酬が釣り合わないから

その他

「目指したい」と回答した理由
■【単一回答】 n=506

「目指したくない」と回答した理由
■【単一回答】 n=351



⑬「理想の上司」のイメージに近い有名人･著名人

○ 「『理想だと思う上司』はどのようなことを大事にしたり重視する人か」を踏まえ、「理想の上司」のイメージに近い

有名人･著名人を(1)芸能界･文化人、(2)スポーツ界、(3)歴史上の人物からそれぞれ１名尋ねたところ、 

(1)芸能界･文化人の１位は内村光良さん、(2)スポーツ界の１位は大谷翔平さん、(3)歴史上の人物

の１位は織田信長となった。

(1)芸能界･文化人【敬称略、上位10名】

「理想の上司」
のイメージに近い
有名人・著名人

回答数

１位 内村光良 64

２位 水卜麻美 51

３位 明石家さんま 39

４位 天海祐希 24

５位 櫻井翔 17

６位 阿部寛 16

6位 桝太一 16

8位 志村けん 15

9位 大泉洋 14

10位 木村拓哉 13

※芸能界:歌手、俳優、タレント等 ※文化人:アナウンサー、キャスター、コメンテーター等 ※(1)～(3)ともにn=857
※上記の集計結果は有名人･著名人の名前の記載があった回答を集計したものである。

「理想の上司」
のイメージに近い
有名人・著名人

回答数

１位 大谷翔平 268

２位 イチロー 84

３位 長友佑都 22

４位 羽生結弦 20

5位 本田圭佑 18

5位 長谷部誠 18

7位 新庄剛志 17

8位 栗山英樹 16

9位 石川祐希 11

9位 松岡修造 11

(2)スポーツ界【敬称略、上位10名】 (3)歴史上の人物【敬称略、上位10名】

「理想の上司」
のイメージに近い
有名人・著名人

回答数

１位 織田信長 105

２位 徳川家康 90

３位 坂本龍馬 68

４位 豊臣秀吉 45

５位 聖徳太子 33

６位 福沢諭吉 27

７位 渋沢栄一 18

8位 伊能忠敬 17

9位 マザー・テレサ 14

10位 西郷隆盛 12
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